
小田原市消防団概要

１　団　　数　１団

２　分 団 数　23分団（女性分団含む）

３　班　　数　59班（女性分団含む）

４　施設数　54施設

５　車両数　54台（全て小型動力ポンプ専用積載車）

６　条例定数　752人

７　実 員 数　729人（令和５年６月１日現在）

地区名 分団名 班名
各班
員数
（人）

分団
実員数
（人）

条例
定数
（人）

受持ち
人口

(人)※１

分団
一人当たり
の人口(人)

団本部 4 4 4 － －

女性分団 20 20 20 － －

第１分団 20 20 20 7,933 396

第２分団 15 15 15 7,292 486

第３分団 15 15 15 4,455 297

１班 14

２班 16

１班 15

２班 15

３班 15

４班 15

全域
または

担当地区

南
地
区

第４分団
（共有）

30 30 3,089 102

第５分団 60 60 1,246 20

資料１
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地区名 分団名 班名
各班
員数
（人）

分団
実員数
（人）

条例
定数
（人）

受持ち
人口

(人)※１

分団
一人当たり
の人口(人)

１班 14

２班 15

第７分団 20 20 20 4,084 204

第８分団 19 19 20 7,780 409

第９分団 19 19 20 3,473 182

１班 14

２班 15

１班 21

２班 9

３班 10

１班 10

２班 10

３班 15

１班 10

２班 10

３班 9

１班 13

２班 14

３班 13

南
地
区

第６分団 29 30 1,990 68

北
地
区

第10分団 29 30 10,090 347

第11分団 40 40 11,291 282

第12分団 35 35 17,138 489

第13分団 29 30 10,171 350

第14分団 40 40 12,704 317
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地区名 分団名 班名
各班
員数
（人）

分団
実員数
（人）

条例
定数
（人）

受持ち
人口

(人)※１

分団
一人当たり
の人口(人)

１班 8

２班 9

３班 8

１班 10

２班 9

３班 11

１班 14

２班 16

１班 9

２班 10

３班 7

４班 10

１班 8

２班 9

３班 8

東
地
区

第15分団 25 25 10,931 437

第16分団 30 30 18,247 608

第17分団
（共有）

30 30 17,213 573

第18分団
（共有）

36 40 12,347 342

第19分団 25 25 9,930 397
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地区名 分団名 班名
各班
員数
（人）

分団
実員数
（人）

条例
定数
（人）

受持ち
人口

(人)※１

分団
一人当たり
の人口(人)

１班 10

２班 10

３班 10

４班 9

５班 10

１班 10

２班 9

３班 11

１班 10

２班 10

３班 10

４班 14

５班 14

６班 8

７班-1 6

７班-2 8

729 729 752 186,808 256

東
地
区

第20分団 49 50 3,678 75

第21分団 30 30 1,890 63

第22分団 80 93 9,836 122

合計

※１：受持ち人口は、令和５年４月１日現在の人口数（行政情報センター統計による）

※２：分団一人当たりの人口数にあっては、小数点以下の端数は切り捨て

4



８　出動関係

被応援町 出動分団

二宮町
第22分団
１隊

箱根町
第６分団
１隊

真鶴町
第５分団
１隊

湯河原町
第５分団
１隊

火災種別 　建物火災、林野火災、危険物火災

第１出動
（受持ち区域の分団）

・通報内容から炎上が判断できる場合

・最先着隊の情報から判断できる場合

・高所監視カメラの映像等から炎上が確認できた場合等

　一色（主要地方道秦野・二宮線以西）、
　百合ヶ丘一丁目から三丁目、川匂、
　山西（梅沢川及び町道170号線以西）

　湯本（下耕地、山崎下及び山崎地区）湯本（仲町、
　三枚橋、白石山及び茶ノ花地区）、湯本茶屋、
　須雲川、塔之沢、太平台、宮ノ下及び宮城野（小田原
　市に接する0.5km以内）

　真鶴町全域

　吉浜（小田原市に接する0.5km以内の山林）

第２出動
（隣接する分団）

・炎上火災（明らかに炎上している場合、部隊が炎上
　を確認した場合）

・現場指揮者からの増強要請を受けた場合等

火災種別（応援） 　建物火災、林野火災

応援出動区域

5



１
２

３
４－１,２

５－１

５－２

５－３

５－４
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６－２
６－１

７

８

10－２

11－１

11－２

11－３
12－１

12－２

12－３

13－１

13－２

13－３

14－１

14－２

14－３

９

15－１

15－３

15－２

16－１

16－２

16－３

17－１,２

18－３

18－４

19－１

19－２

19－３

20－１

20－２

20－３

21－１

18－１,２

1.4㎢

21－２
21－３

22－１
22－２

22－３

22－４

22－５

22－６

22－７－１

22－７－２

1.3㎢
0.9㎢

9.9㎢

18.3㎢

3.7㎢

1.3㎢
1.2㎢

1.5㎢

3.0㎢

3.5㎢24.5㎢

3.7㎢

3.5㎢

3.8㎢

3.4㎢

2.6㎢

2.8㎢

9.3㎢
4.6㎢

4.1㎢

5.8㎢

資料２
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

1 軽量鉄骨造２階建て

番号 建物構造

2 鉄筋コンクリート造４階建て

分団所在地

浜町

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3.0ｍ

【建物の状況】

令和３年度に建築しており建物は良好である。

【改善策等】

地区

南地区

分団所在地

南町

特記事項

【敷地の状況】

南分署用地（合築）
待機宿舎は、南町分署１・２階の一部分を使用

【建物の状況】

築後16年
特になし。

【改善策等】

外壁塗り替え済み。

地区

南地区

資料３
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

4-1,2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

東町

特記事項

【敷地の状況】

海岸沿いにある。高潮浸水高さ1.0～3.0ｍ
駐車場なし。

【建物の状況】

特記事項

【敷地の状況】

津波浸水高さ1.0～2.0ｍ
駐車場なし。

【建物の状況】

築後32年
庇が無く砂状の吹き付け材のため、雨だれなどの
汚れが見られる。窓周りにクラック、爆裂があ
る。ガラスブロックの目地にの剥がれ、ひび割れ
あり。

【改善策等】

外壁の補修、塗り替え、コーキング補修

築後41年であるが、外壁、シャッターは改修済み
のため外見は良好
畳の劣化が著しい。
天井、内壁（特に窓枠）にクラックあり。
２階待機室内の蛍光灯が一部外れている。

【改善策等】

畳の交換修繕
天井、内壁のクラック補修修繕
蛍光灯修繕

分団所在地

早川

地区

南地区

地区

南地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

5-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

5-2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

石橋

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

土砂災害特別警戒地域（土石流レッドゾーン、急
傾斜地イエローゾーン)
駐車場なし。

【建物の状況】

築後38年
外階段手摺ウキ
外壁の塗り替え必要
雨漏れによる天井の吹付の剥がれ
内壁の破損、換気口からの浸水、汲取り式トイレ

【改善策等】

外階段手摺の補修
外壁、内壁補修
防水工事
トイレの水洗化

地区

南地区

分団所在地

米神

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

津波浸水高さ１.0～2.0m
漁港内

【建物の状況】

築後46年
２階天井に雨漏れ跡あり。
汲取り式トイレ

【改善策等】

雨漏れ修理
トイレの水洗化

地区

南地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

5-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

5-4 コンクリートブロック造２階建て

分団所在地

根府川

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
駐車場なし。

【建物の状況】

特記事項

【敷地の状況】

崖に隣接しているが一部擁壁あり。石積みの安全
性を確認する必要あり。（江之浦測候所側）
駐車場なし。

【建物の状況】

築後48年　屋根、鼻隠し、樋劣化、汲取り式トイレ
２階外壁サイディングの劣化
２階プレハブ部分の劣化が激しく、早急の改修が必要
建替えの際には、RC造とするか、擁壁の構造を基準に合
うものにする必要あり。

【改善策等】

もっとも古い分団であり、耐震やがけ地の課題が
あるため、改築を検討すべき。
トイレの水洗化

築後35年
汲取り式トイレ

【改善策等】

トイレの水洗化

分団所在地

江之浦南地区

地区

南地区

地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

6-1 コンクリートブロック造２階建て

番号 建物構造

6-2 木造モルタル２階建て

分団所在地

風祭

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）
待機宿舎は、旧公民館管理宿舎の１階部分を使用
駐車場なし。

【建物の状況】

築後38年
１階ブロック造で背面が崖であるため、構造上問
題あり。
軒裏破損あり。
団待機スペースに大量の虫及び糞あり。
トイレなし。

【改善策等】

旧公民館と併設（公民館の管理人宿舎）であっ
た。
公民館は既に建て替え済み。
害虫駆除（消毒）が必要
水洗トイレの設置

地区

南地区

分団所在地

入生田

特記事項

【敷地の状況】

公民館と併設である。
駐車場なし。

【建物の状況】

築後41年
公民館の１階を分団に改修後41年経過しており、
老朽化が進んでいる。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

移転、公民館の建て替え、統廃合について検討す
る必要がある。
水洗トイレの設置

地区

南地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

7 軽量鉄骨造２階建て

番号 建物構造

分団所在地

板橋

特記事項

【敷地の状況】

駐車場なし。

【建物の状況】

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

【改善策等】

築後34年
シャッターのバネが弱く、全開にしたときに
シャッターが下がる。（車両に接触する危険あ
り）

【改善策等】

シャッターの修理

分団所在地

地区

南地区

地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

8 鉄骨造２階建て

番号 建物構造

9 軽量鉄骨造２階建て

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後24年
外壁サイディングにクラック２箇所あり。

【改善策等】

クラック補修

分団所在地

寿町

地区

北地区

北地区

分団所在地

扇町

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後38年
トイレの水が止まらない。

【改善策等】

地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

10-1 鉄骨造２階建て

番号 建物構造

10-2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

中町

写真貼付

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後53年
１階部分賃貸契約
特になし。

【改善策等】

地区

北地区

分団所在地

荻窪

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後33年
庇がなく、砂壁状の塗装材で施工されているため
汚れが目立つ。
竪樋に破損あり。

【改善策等】

外壁の塗り替え

地区

北地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

11-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

11-2 鉄筋コンクリート造２階建て

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後45年
２階ガラスが割れている。

【改善策等】

ガラスの取り換え

分団所在地

久野（中久野）北地区

地区

分団所在地

久野（欠ノ上）

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後40年
汲取り式トイレであり使用されていない。
エアコンの冷媒管の貫通部分から鳥が入り、巣を
作っている。

【改善策等】

トイレの水洗化
エアコンの冷媒管の貫通部分処置が必要

地区

北地区

9



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

11-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

12-1 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

久野（諏訪原）

特記事項

【敷地の状況】

建物の一部がイエローゾーン

【建物の状況】

築後36年
窓下等にクラック、塗装の剥がれあり、シャッ
ターのガイドレールに錆あり、汲取り式トイレ、
２階に水道なし、エアコンなし、１階のガラスに
ひび、駐車場にコア抜き穴が塞がれていない、２
階の天井に雨漏れ痕跡あり。

【改善策等】

クラックの補修、外壁の塗り替え、シャッターの
塗装、トイレの水洗化、ガラスの交換、雨漏れ補
修

地区

北地区

分団所在地

堀之内

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後29年
外壁に収縮クラックあり。
窓枠下の内壁に水の侵入痕がある。

【改善策等】

クラック補修し外壁の塗り替え
外壁からの水漏れ補修

地区

北地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

12-2 軽量鉄骨造２階建て

番号 建物構造

12-3 鉄筋コンクリート造平屋建て

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後19年
サイデイングの欠けあり

【改善策等】

シール等で補修

分団所在地

清水新田

地区

北地区

分団所在地

蓮正寺

特記事項

【敷地の状況】

小田原厚木道路の高架下
洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後34年
高架下のため外壁等の状況は良い

【改善策等】

地区

北地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

13-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

13-2 軽量鉄骨造２階建て

分団所在地

府川

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

令和２年度建築
特になし。

【改善策等】

地区

北地区

分団所在地

北ノ窪

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後16年
雨水桝の蓋がなく、雨水桝にゴミが捨てられてい
る。立水栓が破損し、自立が困難な状態
敷地境のフェンスが壊れ、外壁、樋にボール等が
あたった跡あり（補修済み）。

【改善策等】

敷地内にゴミ等が散乱しており、フェンス、外壁
に人為的に破損した痕があることから、防犯カメ
ラの設置が必要
立水栓の修理が必要

地区

北地区
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令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

13-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

14-1 鉄筋コンクリート造２階建て

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5未満

【建物の状況】

築後30年
外壁の汚れ
フェンスに錆あり
内壁まで浸水痕
汲取り式トイレ

【改善策等】

フェンスについては錆が進行しないよう早急に塗
装をすべき。
トイレの水洗化（下水道へ接続）

分団所在地

柳新田北地区

地区

分団所在地

曽比

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後47年
汲取り式トイレ
天井がはがれ、塗装浮いている。

【改善策等】

トイレの水洗化
天井の塗装

地区

北地区

13



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

14-2 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

14-3 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

東栢山

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後31年
外壁に収縮クラック、汚れあり。
汲取り式トイレ
樋がつぶれている。

【改善策等】

外壁の塗り替え

地区

北地区

分団所在地

西栢山

特記事項

【敷地の状況】

浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後44年
軒裏、外壁に爆裂あり
ガラリ等金物に錆あり
シャッターの下部に穴

【改善策等】

爆裂部の改修、金物、外壁の塗り替え、シャッ
ター交換

地区

北地区

14



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

15-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

15-2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

成田

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後33年
開口部クラックあり、一部塗膜の剥がれあり。
塗装の汚れ
トイレのガラス割れ
内壁剥がれ、天井漏れあり（至急対応必要）。

【改善策等】

クラック補修後外壁の塗り替え
令和５年度に天井修繕実施

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後35年
軒裏目地底に若干浮きあり。
シャッター塗装必要
汲み取り式トイレ

【改善策等】

シャッター塗装
トイレ水洗化

分団所在地

飯泉

部位

東地区

15 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

15-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

16-1 軽量鉄骨造平屋建て

分団所在地

鴨宮

特記事項

【敷地の状況】

JR新幹線の高架下

【建物の状況】

築後43年
屋根折版（両側剥がれ）、シャッター等に錆あ
り。
外壁汚れあり。

【改善策等】

屋根、シャッターの塗り替え

部位

東地区

分団所在地

桑原

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3ｍ

【建物の状況】

築後42年
網入りガラスにヒビあり。

【改善策等】

ガラス修繕

部位

東地区

16 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

16-2 木造

番号 建物構造

16-3 軽量鉄骨造平屋建て

分団所在地

中里

特記事項

【敷地の状況】

入口が狭隘

【建物の状況】

築後46年
折版屋根、シャッターに錆あり。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

屋根、シャッターの塗り替え
トイレ水洗化

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

平成9年に移転
築後25年
地域集会施設の一部
水洗トイレ

【建物の状況】

車庫、２階部分に雨漏れあり。

【改善策等】

防水工事必要だが、地域集会施設の取り壊し時期
等を含め、関係課と調整等が必要

分団所在地

鴨宮

部位

東地区

17 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

17-1,2 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

18-1,2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

国府津

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後45年
外壁、軒裏に爆裂あり。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

爆裂改修後、外壁の塗り替え
移転建て替えに伴う予算計上済み。

部位

東地区

分団所在地

酒匂

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後47年
外壁に爆裂、浮き多数あり。
シャッター、ガイドレールに錆あり。
水洗トイレ

【改善策等】

現地建て替えに伴う予算計上済み

部位

東地区

18 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

18-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

18-4 コンクリートブロック造２階建て

分団所在地

田島

特記事項

【敷地の状況】

イエローゾーン

【建物の状況】

築後48年
内壁破損あり。
階段・シャッターに錆びあり。
コンクリートブロックがかけている。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

内壁修繕
階段・シャッターの補修・塗り替え
トイレ水洗化

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～3.0ｍ

【建物の状況】

築後26年
下がり壁にクラックあり。
天井の剥がれ

【改善策等】

クラック補修
天井修繕

分団所在地

国府津東地区

部位

19 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

19-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

19-2 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

千代

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後43年
軒裏、外壁に爆裂あり（6～7ケ所）。
塗装の劣化
畳経年劣化

【改善策等】

爆裂補修後外壁の塗り替え
畳取り替え

部位

東地区

分団所在地

永塚

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後30年
外壁塗装の劣化
天井剥がれ
汲み取り式トイレ

【改善策等】

外壁の塗り替え
天井修繕
トイレ水洗化

部位

東地区

20 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

19-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

20-1 軽量鉄骨造２階建て

分団所在地

曽我谷津

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後37年
サイディングに補修跡あり。
外壁、シャッター、金物に錆や塗装の劣化あり。

【改善策等】

外壁等の塗装、補修

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後37年
臭突の破損
天井剥がれ（大）

【改善策等】

臭突の修繕
天井修繕

分団所在地

高田

部位

東地区

21 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

20-2 軽量鉄骨造２階建て

番号 建物構造

20-3 軽量鉄骨造２階建て

分団所在地

曽我別所

特記事項

【敷地の状況】

イエローゾーン

【建物の状況】

築後13年
水洗トイレ

【改善策等】

部位

東地区

分団所在地

曽我谷津

特記事項

【敷地の状況】

イエローゾーン

【建物の状況】

築後36年
外壁や金物の塗装劣化
天井ジプトーンの反れあり。
シャッター歪み・引っ掛かりあり。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

外壁等の塗り替え
シャッター修繕または交換
天井ジプトーン修繕
トイレ水洗化

部位

東地区

22 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

21-1 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

21-2 軽量鉄骨造２階建て

分団所在地

下大井

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後８年
水洗トイレ（浄化槽）

【改善策等】

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

イエローゾーン

【建物の状況】

築後29年
天井剥がれ
床に水漏れ跡あり。

【改善策等】

天井修繕

分団所在地

上曽我東地区

部位

23 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

21-3 鉄筋コンクリート造２階建て

番号 建物構造

22-1 木造平屋建て

分団所在地

前川

特記事項

【敷地の状況】

公民館併設

【建物の状況】

昭和46年（1971年）４月の旧橘町編入時に建物を
引き継いだもので、少なくともそれ以前の建築年
であると思われる。
屋根材に欠損あり。
トイレなし
電源コンセントなし。

【改善策等】

移転も含め今後の在り方を検討

部位

東地区

分団所在地

鬼柳

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5～３ｍ

【建物の状況】

築後31年
外壁の劣化
SDの枠及び扉に錆あり。
天井剥がれ
階段側内壁割れから浸水あり。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

SDの改修
外壁の塗り替え
天井修繕
内壁修繕
トイレ水洗化

部位

東地区

24 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

22-2 鉄筋コンクリート造平屋建て

番号 建物構造

22-3 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

中村原

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後39年
外壁に小さな爆裂が5か所程度あり。
シャッターに錆あり。
シャッター歪みあり全開できない。
臭突破損
汲み取り式トイレ

【改善策等】

爆裂補修後外壁、シャッターの塗り替え
トイレ水洗化

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

昭和46年（1971年）４月の旧橘町編入時に建物を
引き継いだもので、少なくともそれ以前の建築年
であると思われる。
アルミサッシと躯体に隙間あり。躯体が隣地の土
留めを兼ねている。老朽化が進んでいる。壁から
水浸水あり。トイレなし。

【改善策等】

建替えの検討

分団所在地

前川

部位

東地区

25 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

22-4 木造２階建て

番号 建物構造

22-5 鉄筋コンクリート造２階建て

分団所在地

小竹

特記事項

【敷地の状況】

洪水浸水高さ0.5未満

【建物の状況】

築後41年
軒裏、外壁に浮きあり。
ガラスにヒビ（２箇所）あり。
シャッター歪みあり。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

浮き部分の補修
外壁の塗り替え
ガラス修繕
シャッター修繕または交換
トイレ水洗化

部位

東地区

分団所在地

小船

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

昭和46年（1971年）４月の旧橘町編入時に建物を
引き継いだもので、少なくともそれ以前の建築年
であると思われる。
隣地の地盤面が高いため、基礎が擁壁を兼ねてい
る。床傾斜あり。トイレなし。

【改善策等】

耐震改修、改築を含め検討が必要

部位

東地区

26 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

22-6 木造平屋建て

番号 建物構造

22-7-1 鉄筋コンクリート造２階建て

外壁の補修・塗り替え
竪樋修繕
内壁修繕
トイレ水洗化

分団所在地

沼代

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後32年
外壁に汚れあり。
外壁クラックあり。
竪樋が変形
階段壁にクラックがあり、水が浸水している。
汲み取り式トイレ

【改善策等】

部位

東地区

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

築後32年
屋根、シャッターに錆あり。

【改善策等】

屋根、シャッター、外壁の塗り替え

分団所在地

上町東地区

部位

27 



令和５年度消防団待機宿舎現地調査票

番号 建物構造

22-7-2 ブロック造平屋建て

番号 建物構造部位 分団所在地

特記事項

【敷地の状況】

【建物の状況】

【改善策等】

【改善策等】

移転の検討

分団所在地

沼代

特記事項

【敷地の状況】

崖地

【建物の状況】

昭和46年（1971年）４月の旧橘町編入時に建物を
引き継いだもので、少なくともそれ以前の建築年
であると思われる。
外壁や屋根に土砂が流れ込んでおり、土圧がか
かっている状況。トイレなし。車庫内に水が染み
出ている。

部位

東地区

28 



区分 装備名 装備基準（標準(必要)数） 現状 過不足等

制服 全部の消防団員（752着）
団本部のみ
支給

４着のみ

夏服 全部の消防団員（752着）
団本部のみ
支給

４着のみ

活動服

全部の消防団員（752着）
※夜間活動時等の視認性
　及び注目度を高めるため、
　オレンジ色の配色を増やした

旧基準の
活動服を
使用している

過不足な
いが仕様
が旧基準

安全帽 全部の消防団員（752個）
令和元年度に
配備完了

過不足
なし

救助用半長靴
（安全靴）

全部の消防団員（752足）
※平成26年２月に安全靴へ
　基準改正

平成28年度に
配布

過不足
なし

防塵メガネ
全部の消防団員（752個）
※平成26年２月に明示

平成７年に車両
１台につき５個
配布

482個
不足

防塵マスク
全部の消防団員（752個）
※平成26年２月に明示

平成７年に車両
１台につき２個
配布（未更新）

過不足
なし

耐切創性手袋
全部の消防団員（752双）
※平成26年２月に新規追加

支給していない
752双
不足

救命胴衣
全部の消防団員（752着）
※平成26年２月に明示

平成27年に303着
配布

449着
不足

雨衣 全部の消防団員（752着）
配布済み
（未更新）

過不足
なし

防火衣一式
（上下）

ポンプ１台につき４人及び
部長以上の階級にある
消防団員（298着）

令和４年度から
リース対応

過不足
なし

防火帽
ポンプ１台につき４人及び
部長以上の階級にある
消防団員（298個）

令和４年度から
リース対応

過不足
なし

防火手袋

ポンプ１台につき４人及び
部長以上の階級にある
消防団員（298双）
※平成26年２月に明示

支給していない
298双
不足

礼
装

現
場
活
動

個
人
装
備

消防団の資器材・装備について

用途

安
全
確
保
の
た
め
の
装
備

礼
式

資料４

1



区分 装備名 装備基準（標準(必要)数） 現状 過不足等

消防団の資器材・装備について

用途

車載用無線機

消防団の全部の車両数
（54台）
※平成26年２月に
受令機代用の旨を削除

受令機を使用 54台不足

無線受令機
基本的な活動の
組織（分団等）ごとに
複数配備（58台）

団本部及び団車
両で使用
分団ごと１台配
備

過不足
なし

携帯用無線機
班長以上の階級にある
消防団員数（128台）

従前のデジタル
無線機を使用

過不足
なし

トランシーバー
団員及び班長の階級にある
消防団員数（679台）
※平成26年２月に明示

配布なし
679台
不足

広
報
活
動

啓
発

情報関連機器
（双方向通信の
　ための機器、
　デジタルカメラ、
　ビデオカメラ）

地域の実情に応じて配備
デジタルカメラ
のみ女性消防団
に配布

女性分団
にデジタ
ルカメラ
配備

火災鎮圧器具
（吸水器具、放水器具、
　破壊器具)

消防ポンプごと
（各57台分） 配備済み

過不足
なし

救急救助用器具
（担架）

分団等ごとに配備
（58個）

配備済み
過不足
なし

救急救助用器具
（応急処置セット、
　AED、油圧切断機、
　可搬ウインチ）

・分団等ごとに配備
・可搬ウインチは
　分団等に複数配備

配備なし -

救急救助用器具
チェーンソー

分団等に複数配備
（58機）

令和元年度
配備完了
故障多く
古い機種は
修理不能で
使用できない

３機
使用不可

救急救助用器具
エンジンカッター

分団等に複数配備
（58機）

令和元年度
配備完了
故障多く
古い機種は
修理不能で
使用できない

３機
使用不可

救急救助用器具
（油圧ジャッキ）

分団等に複数配備 配備なし -

避難誘導用器具
（警戒用ロープ）

分団等に複数配備 配備なし -

火
災
・
救
急
救
助
活
動
　
※
救
急
救
助
用
器
具
以
下
は
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

現
場
活
動

活
動
用
資
機
材

双
方
向
の
情
報
伝
達
が
可
能
な
装
備

現
場
活
動

車
両
積
載

個
人
装
備

2



区分 装備名 装備基準（標準(必要)数） 現状 過不足等

消防団の資器材・装備について

用途

避難誘導用器具
（拡声器）

分団等に複数配備
（58個）

配備済み
（未更新）

過不足
なし

夜間活動用器具
（投光器、発電機）

分団等に複数配備
（各58個）

配備済み
過不足
なし

夜間活動用器具
（燃料携行缶）

分団等に複数配備（58缶） 配備済み
過不足
なし

後方支援用資機材
（エアー・テント、
　非常用備蓄物資）

地域の実情に
応じて配備

配備なし -

追加装備
（林野火災用具、
　積雪寒冷地域用器具、
　水災用器具、
　水難救助用器具、
　山岳救助用器具）

地域の実情に
応じて配備

配備なし -

啓発活動用器具
（応急手当訓練器具）

分団等ごとに配備
（女性分団用５体）

レサシアン
あり（未更新）

過不足
なし

啓発活動用器具
（訓練用消火器、その他）

分団等ごとに配備
消防団としては
配備なし

-

火
災
・
救
急
救
助
活
動
　
※
救
急
救
助
用
器
具
以
下
は
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

現
場
活
動

活
動
用
資
機
材

広
報
活
動

啓
発

3




























